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ロシアの現状と日ロ経済関係
　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人環日本海経済研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長兼所長　吉田　進
１．最近の国内政治情勢の特徴
（１）2005年と2007年の内閣改組（注１）　
（２）チェチェン戦争の影
（3） 政権交代
　政治勢力：大統領側近（サンクトペテルブルグ人脈、KGB）、野党と新興財閥
2大政党：統一ロシアと正義党
（4） 国家が指導する戦略産業の再編・統合
大統領府の幹部の民間企業会長兼任（注２）
（5） 天然ガス、石油、石炭など資源開発と軍事、原子力など戦略産業に対する外国企業の出資を制限する法案を承認（1月）
（6） 4月デモ

　
２．最近の国内経済情勢　
（１）GDP：1999年がプラス成長への転換点。2006年は6.9%。
（２）外貨保有高：外貨保有高は3,037億ドル（12月末）、世界第3位。
IMF(国際通貨基金)、パリクラブ（主要債権国会議）の借金を繰上げ完済。
（３）経済安定基金（2006年2月、1兆5,000億ルーブル＝500億ドル）
投資基金(2006年度、697億ルーブル＝23.2億ドル)
（４）貿易：2006年の貿易実績は4,682億ドル(輸出3,045億ドル、輸入1,637ドル)、収支1,407億ドルの黒字、前年比18.9%増）。
（５）
アガンベギャン科学アカデミー会員の提案
３．国際関係の特徴
（１）アメリカとの関係　
9.11事件とチェチェン戦争：反国際テロで一致
イラン・イラク政策を巡って米ロの対立が激化
国外のNPOの援助でグルジアとウクライナでカラー革命が発生
チェコとハンガリーに中距離ミサイルを配置したことに対する反発
（２）EUとの関係
ドイツとの関係を軸に。メルケル首相との好関係。
エネルギー・サミット(06年)から環境サミットへ
ガス海底パイプライン
ＥＵとロシアの10ヵ年協力協定
欧州エネルギー憲章の批准問題
ブルガリアとルーマニアのＥＵ加盟
（３）エネルギー外交の展開
ガス・石油収入の増加、ロシア経済の好転－国家運営への自信向上
資源ナショナリズムの高揚
ウクライナ・グルジア（06年）、ベラルーシ（07年）との天然ガスの値上げ交渉
サハリン2へのガスプロムの参加。異常な方式と圧力
イランがORECガス版を作る提案
（４）ロシアの新しい傾向に対する評価
エネルギー緊迫という要素が優先される中で、ロシアには法冶主義、企業活動の透明性からの遺脱が見られるようになった。国内資源の確保という観点から関連企業が国営化するが、これを称して旧ソ連への回帰と批判する向きもある。しかし、イギリスのロンドン・オブ・エコノミックス（LSE）のジョン・グレイ教授は、「それは一見、旧ソ連モデルのようではあるが、間違いなく旧ソ連モデルよりは効果的な『新経済計画体制である』」（日経ビジネス　2007.1.15）と述べている。
４．プーチン政権の評価
昨年9月、ヴァルダイ・ディスカッションクラブでのプーチン大統領の談話。
· 在任中の成果：国内における国家権威の回復、ロシア経済の建て直しと国際社会におけるロシアの地位向上。
· 3つの失敗：いまだに2,000万人が貧困層に属していること、政治腐敗を撲滅できていないこと、ロシアの「人口減少問題」の壊滅にまだほど遠いこと（Foresight　2006.11）。
５．ロシアの極東重視
（１）要人の極東訪問（注３）
（２）極東委員会の設立と新しい極東発展計画
（３）ロシアが極東を重要視している理由
①　シベリア・極東の資源開発
②　ヨーロッパ部とシベリア・極東の地域格差の解消
③　アジア・太平洋諸国との関係発展
④　日本との平和条約の締結
（４）フラトコフ首相の訪日
日本の投資要請　自由経済特区の設置　通信、運輸分野での協力強化
６．最近の日ロ貿易と今後の見通し
（１）貿易
日ロ貿易の輸出入バランスが日本の入超から出超へ変化
2006年の実績は137億ドル、対前年比28.4％増
（２）投資
2005年の全投資額は260億ドル。日本からの投資は04年54億円、05年は106億円。
（３）今後の見通しについて
７．ロシア極東における主要プロジェクトの動向について
（１）サハリン石油天然ガスプロジェクト
　　　サハリン1
　　　サハリン2
　　　サハリン3
（２）太平洋原油パイプライン建設
3,000万トンの原油が2008年にスコヴォロジノへ。積出港は未定（コジミノ湾かペレヴォズナヤ湾か）。
（３）エリガ炭田プロジェクト　
埋蔵量は20億トン。現在ヤクートから300万トン輸入しているが、2012年からエリガ炭が200万トン供給される。
（４）重要地域の戦略
· マガダン、カムチャッカ：大陸棚のガス・石油開発
· サハ・ヤクート：石炭、ダイヤモンドと金鉱山開発
· ハバロフスク：保税倉庫・即売所の創設
· ウラジオストク：経済特区ができると考えられる。水族館プロジェクト、ロシア島の開発、2012年のAPEC会議関連プロジェクト、ザルビノ港の改修
（５）電力関連プロジェクト
ノルウェーのHydro Aluminumの進出、ウドカン銅鉱山へのイギリスの進出、北朝鮮への電力供給計画
８．平和条約締結問題
　プーチン大統領は、平和条約の締結を前向きに行おうと記者会見などで発言している。大統領の期間が残り2年なので、彼の時代に解決するのは１つのチャンスである。
北方領土の主権問題では譲れない－北方4島は日本の領土である。しかし返還の時期にはこだわらないというのが、今の日本政府の政策である。
谷内外務次官とデニーソフ第1次官との戦略対話が成立した。その継続に期待する。
添付書類
＜資料１＞太平洋石油パイプライン図
＜資料２＞ロシア極東・東シベリアとの貿易・投資の拡大およびいくつかの提案
（注１）2005年と2007年の内閣改組
2005年11月、メドベージエフ大統領府長官を第１副首相に任命（医療、教育、住宅、農業など重点国家プロジェクトを担当）、イヴァノフ国防相が副首相を兼任(国防、国防産業複合体担当)。　
2007年2月、イヴァノフ氏を第一副首相（産業政策担当）に昇格。
ナルィシュキン官房長官が新たに副首相を兼務する。対外経済政策担当。
メドヴェージェフ第一副首相は優先的国家プロジェクト及び人口問題担当。
ジューコフ副首相はマクロ経済・予算・競争・投資政策担当［２月15日　大統領府サイト］
（注２）戦略企業の会長ポストの大統領側近による兼務
ガスプロム会長：大統領府長官ドミトリー・メドヴェジエフ氏
ロスネフチ会長：大統領府副長官のイゴリ・セーチン氏
ロスオボロンエクスポルト社長：セルゲイ・チェメゾフ氏
合同航空機製造会社会長：第一副首相セルゲイ・イワノフ氏
統一エネルギーシステム会長：元大統領府長官ウオローシン氏
アエロフロート会長：大統領補佐官ビクトル・イワノフ氏　
ソフコムフロート会長：大統領補佐官　イーゴリ・シュワロフ氏
統一造船会社（ＯＳＫ）会長：大統領顧問　アレクサンドル・ブルチン氏
（注３）要人の極東訪問
要人の極東訪問は、2005年6月から対日政策の一環として取り上げ始めた。これにはプーチン大統領11月訪日の準備と密接な関係あり。
6月5日にパトルシェフ連邦保安局（FSB）長官、6月中旬にはスパースキー安全保障会議副書記を団長とする代表団、7月にはイワノフ国防相が極東とクリル諸島を訪問。
2005年9月にはグレフ経済発展貿易相、トルトネフ天然資源相、レヴェチン運輸相が極東を訪問、177億ルーブルの資金を2006年に極東に投入すると発表。
クリル諸島の社会発展連邦特別プログラムとして2007年から2015年までに179.4億ルーブル（717.7億円）を計上。
（注４）極東に関するブーレイ氏の報告より
2006年12月20日、ロシア連邦安全保障会議はロシア連邦政府に対し、現行の極東ザバイカル社会・経済発展プログラムの改善とM.E.フラトコフ首相を委員長とする、国家機関のすべてのレベルの活動を調整するための国家委員会の設立を課題として提出した。
2020年までに、シベリアと極東における石油生産量を1億トン（2005年の生産量は1,800万トン）まで、天然ガス生産量を1,050億立方メートル（2005年の生産量は80億立方メートル）まで増産することが計画されており、東アジア諸国へのエネルギー資源の輸出を3％から30％まで増やすことが計画されている。
ロシア連邦の東アジア諸国への方向転換により、炭化水素原料の消費者層が広がり、極東での加工の整備を考慮に入れると、国の政治的経済的リスクが減ることとなる。
貴金属採掘コンビナート32箇所、石油加工コンビナート4箇所、ガス化学コンビナート4箇所、アルミニウム工場2箇所、治金コンビナート1箇所、採炭コンビナート5箇所、水力発電所3箇所、建設資材製造工場23箇所の建設が計画されている。
その他のロシア極東の長期的開発の主な課題は、定住者の維持と住民の生活レベルの向上、経済の多様化、加工業の発展である。
V.V.プーチンロシア連邦大統領は、ロシア連邦安全保障会議の席上、極東開発の最終的な目標は、たとえ非常に重要であっても経済の個々の課題の解決ではなく、国民の生活と労働のための十分な条件の整備であると述べた。我々のあらゆる計画は、極東が住民の生活にとって快適で、魅力的な場所になるためのものでなければならない。極東地域に労働力をひきつけ、住民を定着させるためには、新たな雇用を生み出す大規模な経済プロジェクトが貢献しなければならない。
極東開発の新たな戦略の中で優先的なものの１つは、国際分業に参加することによる利益の確保を保証する対外経済関係の強化と整備である。ロシア極東は、地理的資源的ポテンシャルを有しており、最もダイナミックに発展している中国、韓国、日本を独自の「帯で締める」ことができる。極東を通じてロシアはアジア太平洋地域へ参入する。
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